
は
じ
め
に

宋
代
の
浙
東
地
域
沿
海
部
の
科
挙
合
格
者
数
は
、
南
宋
後
半
期
に
激

増
し
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
州
の
場
合
、
北
宋
の
進
士
合
格
者
は

一
回
の
科
挙
の
単
純
平
均
が
三
人
に
満
た
な
い
の
に
対
し
、
南
宋
は
一

五
人
で
あ
り
、
光
宗
・
寧
宗
・
理
宗
の
三
朝
に
限
れ
ば
二
四
人
と
実
に

北
宋
の
八
倍
以
上
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。
当
然
、
そ
れ
に
対
応
し

て
応
試
者
も
激
増
し
た
。
筆
者
は
今
ま
で
、
こ
の
現
象
を
士
人
社
会
の

形
成
と
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
が
、
科
挙
試
験
と
士
人

た
ち
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
の
考
察
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
先
に

｢『

紹
興
十
八
年
同
年
小
録』

三
題｣

と

し
て
公
刊
し
た
論
考
は
、
こ
の
年
の
科
挙
で
合
格
し
た
何
人
か
に
焦
点

を
あ
て
て
科
挙
を
め
ぐ
る
士
人
の
活
動
の
態
様
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る

が

(

１)

、
そ
の
後
、
神
宗
朝
に
日
本
か
ら
入
宋
し
た
僧
侶
成
尋
の
日
記
に
あ

る
科
挙
の
記
事
を
検
討
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
記
述
は
明
・
台
・
温

三
州
の
北
宋
解
試
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
状
況
を
伝
え
る
貴
重
な
史
料

で
あ
る

(

２)

。
小
論
は
、
ま
ず
成
尋
の
記
録
を
四
点
に
わ
た
っ
て
検
討
し
、

次
に
そ
の
な
か
の
全
国
の
応
試
者
数
に
言
及
し
た
箇
所
に
注
目
し
て
、

従
来
の
研
究
が
示
す
人
数
を
再
検
討
す
る
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
結
論
を
ふ
ま
え
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
到
る
浙
東
沿
岸
部
地

域
の
士
人
社
会
形
成
の
見
通
し
を
再
度
検
討
す
る
。

一

『

参
天
台
五
臺
山
記』

の
科
挙
関
係
記
事
に
つ

い
て

入
宋
僧
成
尋
が
残
し
た
著
名
な
日
記

『

参
天
台
五
臺
山
記』

の
巻
二

延
久
四

(

熙
寧
五

一
〇
七
二)

年
閏
七
月
十
七
日
癸
亥

(

甲
子)
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台
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科
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事
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応
試
者
数
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成



の
条
以
降
に
は
、
当
時
の
科
挙
に
関
す
る
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

十
七
日
辰
時
、
國�
寺
主
来
坐
告
曰
、
久
不
歸
寺
爲
慰
問
来
也
者
。

明
州
秀
才
四
人
来
宿
。
予
問
司
理
官
子
秀
才
明
州
秀
才
来
由
。

答
云
、
明
州
温
州
台
州
三
州
秀
才
、
并

(

併)

就
台
州
比
試
取

解
、
約
五
百
来
人
已
上
。
取
十
七
人
。
將
來
春
就
御
試
取
三
人

作
官
。
五
百
人
秀
才
中
只
取
三
人
給
官
。
天
下
州
軍
鎮
秀
才
廿

万
餘
人
。
春
問
御
前
比
試
只
取
三
百
人
作
官
。
約
千
中
取
一
也
。

予
七
時
行
法
了
。

十
八
日
…
温
州
秀
才
七
人
来
宿
。
寺
主
渡
南
家
令
宿
秀
才
了
。
…

十
九
日
…
明
州
秀
才
来
問
云
、
佛
還
爲
生
死
人
耶
。
…

廿
日
…
明
州
秀
才
注
六
問
来
問
。
…
明
州
舉
人
姚
孳
来
以
五
問
来

問
。
…

天
台
山
国
清
寺
参
詣
の
希
望
が
か
な
っ
た
成
尋
一
行
は
、
五
月
三
日
に

杭
州
を
出
発
、
曹
娥
江
経
由
で
天
台
県
に
入
り
、
十
三
日
に
到
着
し
た
。

そ
の
後
、
上
京
の
許
可
が
お
り
て
八
月
六
日
に
国
清
寺
を
出
立
す
る
ま

で
、
周
辺
の
寺
院
や
天
台
県
衙
を
訪
問
し
、
台
州
に
も
三
度
出
か
け
て

い
る
。
十
七
日
の
記
事
は
、
そ
の
二
度
目
、
上
京
を
許
可
す
る
台
州
牒

を
受
け
た
後
、
そ
の
手
続
き
の
た
め
に
知
台
州
銭
暄
の
も
と
に
赴
き
、

国
清
寺
台
州
分
院

(

廨
院)

に
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
滞
在
し
て

い
た
折
り
の
記
録
で
あ
る
。

一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
熙
寧
五
年
八
月
中
旬
の
解
試
実
施
を
前

に
し
て
、
同
じ
国
清
寺
台
州
分
院
に
滞
在
し
て
い
た
応
試
者
が
成
尋
を

た
ず
ね
て
き
た
様
子
を
述
べ
、
異
国
の
僧
に
熱
心
に
質
問
す
る
姿
か
ら

か
れ
ら
の
仏
教
へ
の
関
心
が
窺
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
第
一
に
そ
れ

ら
応
試
者
が
明
州
、
台
州
、
温
州
の
三
州
の
人
々
、
す
な
わ
ち
三
州
の

解
試
が
合
同
で
台
州
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
い
う
、
他
書
に
は
み
え
な

い
情
報
を
伝
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に

｢

約
五
百
来
人
已
上
。

取
十
七
人
。｣

と
い
う
か
ら
、
恐
ら
く
三
州
の
応
試
者
人
数
が
五
〇
〇

人
余
で
あ
り
、
解
額
の
合
計
が
一
七
人
と
推
測
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
第

三
は
、
来
年
熙
寧
六
年
春
の
殿
試
で
は
三
人
が

｢

作
官｣

、
す
な
わ
ち

合
格
あ
る
い
は
任
官
す
る
と
い
い
、
五
〇
〇
人
余
に
対
し
て
三
人
の
合

格
率
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
は
、
全
国
の
応
試
者
の
人
数

が
二
〇
万
余
人
と
い
う
数
字
で
、
最
終
合
格
者
が
三
〇
〇
人
で
あ
る
か

ら
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
〇
人
に
一
人
の
合
格
率
だ
と
述
べ
る
。
以
上
の
①
か

ら
④
に
つ
い
て
以
下
に
検
討
す
る
。

検
討
の
前
に
、
ま
ず
こ
の
記
事
の
信
憑
性
な
い
し
正
確
度
に
つ
い
て

考
え
て
お
こ
う
。『

参
天
台
五
臺
山
記』

は
原
本
が
残
ら
ず
、
読
者
は

皆
な
各
種
写
本
の
誤
写
や
誤
伝
の
多
さ
に
悩
ま
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
修
訂
す
る
決
め
手
と
な
る
よ
う
な
方
法
は
な
い
に
し
て
も
、

①
か
ら
④
の
内
容
が
、
司
理
官
の
子
の
答
え
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
記
事
の
一
定
の
信
頼
性
を
保
証
す
る
。
そ
れ
は
、
日
記
を
み
る

限
り
成
尋
の
宋
人
と
の
対
話
は
通
訳
を
介
す
る
か
筆
談
に
依
っ
て
な
さ

れ
、
官
人
と
の
場
合
は
後
者
が
多
く
、
①
か
ら
④
は
、
司
理
官
の
子
の

秀
才
が
筆
談
の
際
に
書
い
た
内
容
を
日
記
に
写
し
取
っ
た
と
推
測
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
と
き
の
司
理
参
軍
が
誰
あ
っ
た
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
科
挙
情
報
は
受
験
当
事
者
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か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
判
断
で
き
正
確
度
は
高
い
。
し
か
し
ま
た
、
成

尋
自
身
が
、
北
宋
の
科
挙
制
度
の
内
容
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
た
か

は
疑
問
で
、
移
録
に
際
し
て
の
節
略
に
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
と
も
言

い
き
れ
な
い
。
こ
れ
ら
を
前
提
に
検
討
す
る
。

①
の
複
数
の
州
が
合
同
で
解
試
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、『

宋
会

要』

の
二
つ
の
記
事
を
挙
げ
よ
う
。
一
つ
は
選
挙
一
四‒

二
六

発
解

大
中
祥
符
八
年
四
月
六
日
の
、

詔
、
自
今
諸
路
發
解
官
、
本
處
闕
進
士
出
身
者
、
令
轉
運
司
於
部

内
選
隣
州
官
充
。
不
得
以
舉
人
併
就
他
郡
試
。〈

先
是
、
懷
衛�

等
州
以
部
内
官
少
進
士
登
科
者
、
乃
聚
数
州
進
士
併
試
之
。
因
降

條
約
。〉

(

詔
す
、
今
自
り
諸
路
の
發
解
官
、
本
處
進
士
出
身
者
を
闕
け
ば
、

轉
運
司
を
し
て
部
内
よ
り
隣
州
の
官
を
選
び
充
て
し
む
。
舉
人
、

併
せ
他
郡
の
試
に
就
く
を
以
て
す
る
を
得
ず
、
と
。〈

是
れ
よ
り

先
、
懷
・
衛
・�
等
の
州
、
部
内
の
官
、
進
士
登
科
す
る
も
の
少

き
を
以
て
、
乃
ち
数
州
の
進
士
を
聚
め
併
せ
之
れ
を
試
せ
ん
と
す
。

因
り
て
條
約
を
降
す
。〉)

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
真
宗
の
大
中
祥
符
八
年
は
一
〇
一
五
年
、
熙
寧

五
年
の
五
八
年
前
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
解
試
に
お
い
て
考
試
官
と

な
る
べ
き
進
士
出
身
の
官
員
が
そ
の
州
の
管
内
に
い
な
け
れ
ば
、
転
運

司
が
隣
接
す
る
州
か
ら
進
士
出
身
者
を
選
ん
で
試
験
官
に
充
て
、
進
士

出
身
者
を
欠
く
州
の
取
解
者
を
他
州
の
解
試
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
禁

じ
て
い
る
。
従
っ
て
禁
止
さ
れ
た
合
併
試
験
と
は
、
進
士
出
身
を
条
件

と
す
る
考
試
官
の
欠
如
が
理
由
と
な
る
合
同
解
試
で
あ
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
選
挙
一
五‒

二
二

発
解

元
豊
元
年
七
月
五
日
の
、

詔
、
開
封
府
國
子
監
舉
人
並
通
取
解
額
。
併
試
其
諸
州
不
滿
百
人

者
、
委
轉
運
司
取
近
便
州
、
各
用
本
處
解
額
就
一
州
考
試
。

(

詔
す
、
開
封
府
・
國
子
監
舉
人
は
並
び
に
解
額
を
通
取
す
。
其

の
諸
州
の
百
人
に
滿
ざ
る
者
を
併
せ
試
し
、
轉
運
司
に
委
ね
近
便

の
州
に
取
り
、
各
お
の
本
處
の
解
額
を
用
い
一
州
に
就
き
て
考
試

せ
よ
、
と
。)

で
あ
る
。
前
半
は
開
封
府
の
解
額
と
太
学
の
解
額
を
併
せ
、
両
解
試
の

応
試
者
を
通
じ
て
成
績
順
に
合
格
者
を
決
め
る
措
置
に
つ
い
て
で
あ
り
、

後
半
に
、
応
試
者
が
一
〇
〇
人
に
満
た
な
い
州
は
、
転
運
司
が
近
く
の

適
当
な
州
を
選
び
合
同
で
解
試
を
行
う
、
と
す
る
合
併
試
験
の
条
文
で

あ
る
。
そ
の
場
合
、
合
格
者
は
州
ご
と
に
そ
の
解
額
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
前
半
の
開
封
府
解
額
と
太
学
解
額
の
通
取
と
異
な
り
、

本
来
州
ご
と
に
行
う
解
試
を
臨
時
に
一
箇
所
の
試
験
場
に
お
い
て
合
同

で
行
う
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
熙
寧
五
年
は
元
豊
元
年

(

一
〇
七
八)

の
六
年
前
で
あ
る
が
、
当
時
、
応
試
者
の
人
数
が
少
な

い
た
め
に
数
州
の
解
試
を
合
同
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
先
ず
あ

り
、
そ
れ
が
応
試
者
一
〇
〇
人
未
満
と
い
う
人
数
で
正
式
に
条
文
化
さ

れ
た
年
が
元
豊
元
年
な
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
日
記
の
明
州
・
台
州
・

温
州
三
州
の
解
試
が
合
同
で
行
わ
れ
た
と
い
う
記
事
は
、
応
試
者
の
単

純
平
均
が
一
六
六
人
に
は
な
る
が
、
事
実
と
し
て
十
分
在
り
え
た
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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次
に
②
の
一
七
名
の
解
額
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
今
の
と

こ
ろ
熙
寧
五
年
の
三
州
の
解
額
を
伝
え
る
直
接
の
史
料
は
見
当
た
ら
ず
、

後
代
の
数
字
か
ら
類
推
す
る
ほ
か
な
い
。
比
較
的
史
料
が
残
る
明
州
は
、

宝
慶

『
四
明
志』

巻
二

貢
挙
に
、

貢
舉
、
宣
和
罷
舍
法
復
科
舉
、
三
歳
一
試
解
一
十
二
名
。
紹
興
二

十
六
年
兼
西
北
流
寓
通
解
一
十
四
名
。
…
乾
道
五
年
、
守
張
津
始

即
妙
音
院
廢
址
建
院

(

貢
院)

以
容
之
。
…

續�
貢
舉
額

〈
按
曰
、
此
條
後
守
續�
〉

端
平
元
年
被
旨�
解
額
一
十
四
名

〈
賦
十
名
、
經
四
名〉

、
通
前
共
二
十
八
名
。

と
あ
り
、
南
宋
で
は
最
終
的
に
二
八
名
に
な
る
が
、
北
宋
は
宣
和
二
年

に
蔡
京
の
天
下
三
舎
法
が
罷
め
ら
れ
て
、
元
豊
制
に
も
と
づ
く
科
挙
が

復
活
し
た
時
点
で
解
額
は
一
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
楼
鑰

『

攻

�
集』

巻
七
七

跋
袁
光
禄
轂
與
東
坡
同
官
事
迹
に
は
、

慶
暦
詔
郡
國
立
學
、
而
置�
官
者
纔
數
處
、
多
延
致
郷
里
之
文
學

行
誼
者
爲
之
師
。
我
高
祖
正
議
先
生�
授
四
明
前
後
三
十
餘
年
、

一
時
名
公
皆
在
席
下
。
是
時
赴
郷
舉
者
纔
百
餘
人
、
解
額
六
人
、
…

(

慶
暦
、
郡
國
に
詔
し
て
學
を
立
つ
。
而
れ
ど
も�
官
を
置
く
は

纔
か
に
數
處
の
み
。
多
く
は
郷
里
の
文
學
行
誼
あ
る
者
を
延
致
し

之
れ
が
師
と
爲
す
。
我
が
高
祖
正
議
先
生
、
四
明
に�
授
す
る
こ

と
前
後
三
十
餘
年
、
一
時
の
名
公
皆
な
席
下
に
在
り
。
是
の
時
、

郷
舉
に
赴
く
者
、
纔
か
に
百
餘
人
、
解
額
は
六
人
、
…)

と
あ
る
。
正
議
先
生
と
は
南
宋
明
州
士
大
夫
の
代
表
と
も
言
え
る
楼
鑰

(

一
一
三
七‒

一
二
一
三)

の
高
祖
郁
の
こ
と
で
、
皇
祐
五
年

(

一
〇

五
三)

の
進
士
。
仁
宗
朝
後
半
期
に
明
州
の
県
学
・
州
学
で
教
授
し
、

そ
の
受
業
生
の
一
人
に
こ
の
事
迹
の
主
人
公
で
あ
る
袁
轂
が
い
た
。
轂

は
、
嘉
祐
元
年

(

一
〇
五
六)

に
蘇
軾
が
開
封
解
試
を
受
け
た
と
き
の

解
元
で
あ
り
、
軾
が
二
番
で
あ
っ
た
。
但
し
、
轂
の
進
士
合
格
は
三
度

目
の
挑
戦
で
あ
る
嘉
祐
六
年
と
な
る
。
そ
の
後
、
元
祐
年
間
に
蘇
軾
が

知
杭
州
と
な
っ
た
と
き
、
轂
は
通
判
と
し
て
同
僚
で
あ
っ
た
。
楼
鑰
は
、

袁
轂
の
五
世
の
孫

(�栖)

の
録
し
た

｢

袁
光
禄
轂
與
東
坡
同
官
事
迹｣

に
跋
を
寄
せ
、
そ
こ
に
仁
宗
朝
後
半
期
の
明
州
解
額
を
六
名
、
応
試
者

も
一
〇
〇
余
人
と
記
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
熙
寧
五
年
以
前
の
状

況
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『

四
明
志』

の
徽
宗
宣
和
二
年
段
階

で
の
一
二
名
よ
り
、
こ
ち
ら
の
六
名
が
熙
寧
五
年
の
解
額
に
近
い
数
字

と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
台
州
に
つ
い
て
は
、
嘉
定

『

赤
城
志』

巻
四

貢
院
に

…
解
額
舊
制
、
三
歳
五
人
。
崇
寧
中
行
三
舍
法
歳
貢
一
人
、
大
比

貢
四
人
。
宣
和
中
復
科
舉
、
三
歳
解
八
人
。
紹
興
三
十
一
年
合
流

寓
三
人
爲
十
一
人
。

と
あ
り
、
北
宋
は
五
名
と
す
る
。
ち
な
み
に
栗
棘
庵
蔵

『

輿
地
図』

の

｢

諸
路
州
府
解
額｣

表
に
は

｢

台
州
〈
五
縣
十
六
人
添
二
十
九
人〉｣

と

の
数
字
が
読
み
取
れ
、
最
終
的
に
は
四
五
名
ま
で
増
額
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。『

赤
城
志』

の
解
額
旧
制
が
い
つ
の
こ
と
だ
か
不
明
で
あ

る
が
、
熙
寧
年
間
に
五
名
な
い
し
そ
れ
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
温
州
の
北
宋
解
額
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
数
字
な
い
し
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そ
れ
を
窺
わ
せ
る
数
字
は
今
の
と
こ
ろ
未
見
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
い
さ

さ
か
迂
遠
な
方
法
で
接
近
す
る
し
か
な
い
。
南
宋
中
期
の
人
で
紹
熙
元

年
の
進
士
劉
宰
の

『

漫
塘
集』

巻
一
三

上
銭
丞
相
論
罷
漕
試
太
学
補

試
箚
子
に
、
福
州
と
温
州
は
受
験
者
が
多
く
解
額
が
少
な
い
と
記
す
箇

所
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
開
禧
三
年
の
解
試
を
念
頭
に
、
福
州
は
終
場
一

八
〇
〇
〇
人
で
あ
る
か
ら
旧
額
五
四
名
に
三
六
名
を
増
し
て
九
〇
名
、

温
州
は
終
場
八
〇
〇
〇
人
で
あ
る
か
ら
旧
額
一
七
名
に
二
三
名
を
増
し

て
四
〇
名
の
解
額
と
す
る
よ
う
に
と
の
提
言
が
あ
る
。
三
〇
〇
人
以
上

に
一
人
の
状
態
を
二
〇
〇
人
に
一
人
の
割
合
に
緩
和
し
よ
う
と
い
う
提

案
で
あ
る

(

３)

。『

輿
地
図』

解
額
表
の
福
州
は
一
〇
〇
名
、
温
州
は
不
鮮

明
部
分
が
あ
り
五
〇
名
な
い
し
五
〇
名
台
と
南
宋
末
に
は
更
に
増
額
さ

れ
て
い
る
が
、
南
宋
中
期
の
温
州
解
額
一
七
名
が
検
討
の
一
つ
の
基
準

と
な
る
。
温
州
の
解
額
が
推
移
す
る
な
か
で
、
こ
の
一
七
名
が
ど
の
よ

う
な
位
置
に
あ
る
か
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
北
宋
の
解
額
を
推
測
し
よ

う
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
再
度
、
台
州
に
戻
る
。
先
の

『

輿
地
図』

解
額
表
に
台
州
は

｢

十
六
人
添
二
十
九
人｣

と
あ
っ
た
。
こ
こ
に
至
る
過
程
を
も
う
少
し

詳
し
く
追
い
、
台
州
解
額
の
推
移
と
比
較
す
る
こ
と
で
温
州
の
解
額
を

考
え
る
。
嘉
定

『

赤
城
志』

巻
四

貢
院
に
は
、
南
渡
の
初
め
は
応
試

者
が
少
な
く
貢
院
も
な
く
、
兜
率
院
を
試
験
会
場
に
し
た
頃
に
は
終
場

三
〇
〇
〇
人
と
い
う
数
が
あ
り
、
乾
道
七
年
に
貢
院
を
建
て
て
以
降
応

試
者
は
増
え
た
が
五
、
六
〇
〇
〇
人
に
は
及
ば
ず

｢

近
歳
至
八
千
人｣

と
記
す

(

４)

。
近
歳
が
い
つ
ご
ろ
を
指
す
か
確
定
は
で
き
な
い
が
、
嘉
定
十

六
年
の
科
挙
合
格
者
ま
で
記
録
さ
れ
る
の
で
、
寧
宗
末
期
の
数
字
と
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
引
の
よ
う
に
台
州
の
解
額
は
、
徽
宗
朝
前

が
五
名
、
宣
和
の
科
挙
復
活
後
が
八
名
、
紹
興
三
十
一
年
に
一
一
名
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
数
字
と
関
係
す
る
紹
興
二
十
六
年

の
解
額
増
額
に
触
れ
て
お
く
。『

建
炎
以
来
繋
年
要
録』

巻
一
七
二

紹

興
二
十
六
年
四
月
戊
子
の
条
に
温
州
五
人
、
台
州
と�
州
三
人
、
そ
の

ほ
か
明
州
、
福
州
な
ど
の
解
額
を
二
人
増
や
す
詔
が
記
さ
れ
て
い
る

(

５)

。

温
・
台
・�
州
の
三
州
は
終
場
二
〇
〇
人
以
上
の
応
試
者
で
一
名
、
他

は
一
〇
〇
人
で
一
名
の
合
格
率
に
す
る
措
置
と
い
う
。
明
州
と
福
州
に

は
、
こ
の
詔
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
り
、
先
述
の

『

四
明
志』

で
は
一

二
名
が
二
名
増
の
一
四
名
に
、『

三
山
志』

は
六
〇
名
が
二
名
増
の
六

二
名
と
な
っ
て
い
る
。
台
州
は
、
明
州
と
同
じ
く

(

西
北)

流
寓
の
人

を
合
し
三
名
増
の
一
一
名
と
記
し
て
い
る
が
、
年
代
は
紹
興
三
十
一
年

と
な
っ
て
い
て
二
十
六
年
で
は
な
い
。
し
か
し
他
に
該
当
す
る
記
事
も

な
く
、
台
州
の
八
名
か
ら
一
一
名
の
三
名
増
額
は
こ
の
と
き
の
措
置
に

対
応
す
る
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
人
以
上
で
一
人
を
基

準
と
し
た
と
す
れ
ば
、
当
時
二
千
数
百
人
の
応
試
者
を
想
定
で
き
、
そ

の
後
、
乾
道
七
年
、
貢
院
が
建
て
ら
れ
る
前
の
終
場
三
〇
〇
〇
人
の
記

録
と
も
繋
が
る
。
や
が
て
応
試
者
は
五
、
六
〇
〇
〇
人
か
ら
寧
宗
末
期

の
八
〇
〇
〇
人
と
激
増
し
、
解
額
も
一
六
名
か
ら
最
終
的
に
は
四
五
名

ま
で
増
加
す
る
。

『

輿
地
図』
解
額
表
に
つ
い
て
は
、
中
嶋
敏
氏
に
よ
る
州
府
解
額
拓

本
の
移
録
と
分
析
が
あ
る

(

６)

。
氏
は
、
そ
の
な
か
で
特
異
な
例
と
し
て
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｢

今｣
｢

添｣

字
に
よ
っ
て
増
額
分
が
明
記
さ
れ
る
四
州
府
を
問
題
と
さ

れ
て
い
る
。
論
考
の
原
文
を
引
用
す
る
と
、

両
浙
東
路

慶
元
府

二？

十
四
人
今
廿
八？

人

瑞
安
府

□？

十
八
人
今
五
十？

人

台
州

十
六
人
添
二
十
九
人

福
建
路

福
州

六
十
二
人
添
三
十
八
人

で
あ
る
。
慶
元
府
は
明
州
、
瑞
安
府
は
温
州
で
あ
り
、
？
が
付
せ
ら
れ

て
い
る
部
分
は
、
原
拓
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
の
推
定
値
で
あ
る
。
ま

た
増
添
の
時
期
を
、
氏
は
地
図
が
最
終
的
に
手
入
れ
さ
れ
た
南
宋
末
年

(

咸
淳
年
間

ち
な
み
に
温
州
が
瑞
安
府
と
な
っ
た
の
は
度
宗
咸
淳
元

年)

と
す
る
の
が
穏
当
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
州
府
は
、
小
論
で
の

議
論
と
密
接
に
係
わ
っ
て
い
る
の
で
こ
の
箇
所
の
原
拓
を
掲
げ
、
数
値

を
再
考
し
て
み
る
。

ま
ず
慶
元
府
の
二
四
人
は
、
拓
本
を
み
る
限
り

｢

二｣
は
確
認
で
き
ず

｢

十
四
人｣

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
は
、
先
引

『
四
明
志』

の

｢

端
平
元
年
被
旨�
解
額
一
十
四
名
〈
賦
十
名
、
經
四
名〉

、
通
前
共
二

十
八
名｣

の
記
述
に
該
当
し
、
こ
こ
か
ら
一
四
名
が
増
額
さ
れ
て
二
八

名
と
な
っ
た
時
期
は
、
理
宗
の
端
平
元
年

(

一
二
三
四)

と
分
か
る
。

次
の
瑞
安
府
温
州
も
構
成
す
る
四
県
の
下
に
文
字
が
あ
る
可
能
性
は
低

く

｢

十
八
人｣

が
増
額
前
の
数
字
と
読
め
る
。
先
に
引
い
た
劉
宰
が
開

禧
三
年

(

一
二
〇
七)

の
解
試
を
念
頭
に
一
七
名
を
四
〇
名
に
増
額
す

る
案
の
旧
額
に
近
い
。
筆
者
は
先
に
、
南
宋
期
東
南
沿
海
諸
州
の
進
士

合
格
者
の
推
移
を
概
観
し
て
、
福
州
は
既
に
孝
宗
朝
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
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そ
の
後
も
勢
い
を
維
持
し
続
け
た
が
、
明
州
・
台
州
・
温
州
は
寧
宗
朝

中
期
か
ら
理
宗
朝
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
を
述
べ
た

(

７)

。
と
す
れ
ば

『

輿

地
図』
解
額
表
の
台
州
・
温
州
二
州
の
増
額
も
明
州
が
端
平
元
年
で
あ
っ

た
よ
う
に
寧
宗
末
か
ら
理
宗
初
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
要
す

る
に
温
州
の
解
額
の
変
遷
は
、
明
州
・
台
州
と
同
様
な
推
移
を
辿
り
、

南
宋
初
め
に
一
〇
名
前
後
、
北
宋
中
期
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
一
桁
の
解

額
数
で
あ
っ
た
と
し
て
大
過
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
成
尋
日
記

の
三
州
合
計
一
七
名
の
解
額
は
、
明
州
六
名
、
台
州
五
名
、
温
州
六
名

と
三
州
が
ほ
ぼ
同
数
の
内
訳
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

で
は
③
の
三
州
の
応
試
者
五
〇
〇
人
に
対
し
三
人
が
進
士
合
格
者
に

な
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
日
記
は

｢

来
春
就
御
試｣

と
い
い
、
熙
寧
六
年
の
殿
試
と
明
記
し
て
い
る
。
宝
慶

『

四
明
志』

巻
一
〇

進
士
は
、
こ
の
と
き
の
合
格
者
と
し
て
兪
偉
と
韋
著
の
二
人

の
名
前
を
記
載
し
、
こ
の
う
ち
韋
著
は
明
経
と
い
う
割
注
が
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
嘉
祐
明
経
科
出
身
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
王
安
石
の
科
挙

改
革
で
こ
の
と
き
の
科
挙
か
ら
廃
止
さ
れ
、
解
額
は
進
士
科
に
統
合
さ

れ
た
。
韋
著
は
元
来
明
経
科
の
受
験
者
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な

記
録
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
嘉
定

『

赤
城
志』

巻
三
三

進
士

科

熙
寧
六
年
に
は
方
洵
直
、
張
希
甫
、
王�番
の
三
人
、
温
州
は
零
な

の
で
合
計
五
人
が
合
格
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
宋
代
の
科
挙

に
は
州
や
路
ご
と
の
最
終
合
格
者
の
人
数
枠
は
な
く
、
来
春
の
殿
試
合

格
者
数
を
確
定
の
ご
と
く
記
す
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
記
事
は
前
回
熙
寧
三
年
の
実
績
に
基
づ
く
予
想
を
述
べ
た
人
数
と

い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
宝
慶

『

四
明
志』

は
王
吉
、
王
夬
、
馮
景
の

三
人
、
台
州
が
零
人
で
、
温
州
が
林
露
一
人

(

弘
治

『

温
州
府
志』

巻

一
三

科
第)

の
計
四
人
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
数
字
も
一
致
し

な
い
。
た
だ
し

『

四
明
志』

の
王
夬
は
和
州
、
馮
景
は
開
封
を
本
貫
と

注
し
、
ま
た
雍
正

『

浙
江
通
志』

巻
一
二
四

選
挙
で
は
、
こ
れ
ら
に

加
え
奉
化
県
の
劉
致
一
の
名
前
を
記
載
し
て
い
る
か
ら
本
貫
だ
け
か
ら

合
計
す
れ
ば
明
州
二
人
と
温
州
一
人
の
計
三
人
と
な
り
、
前
回
三
州
の

最
終
合
格
者
数
を
踏
襲
し
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
操
作

は
あ
ま
り
意
味
が
な
か
ろ
う
。

④
の
二
〇
万
余
人
は
、
北
宋
神
宗
時
代
の
科
挙
受
験
者
数
と
し
て
貴

重
な
情
報
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
裏
づ
け
が
取
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む

し
ろ
殿
試
合
格
者
の
総
数
が
三
〇
〇
人
ほ
ど
で
、
全
国
で
は
一
〇
〇
〇

人
に
一
人
の
割
合
が
、
三
州
で
は
五
〇
〇
人
に
三
人
と
非
常
に
高
い
、

す
な
わ
ち
明
・
台
・
温
の
沿
岸
三
州
が
い
か
に
学
術
的
に
優
れ
て
い
る

か
を
強
調
す
る
文
脈
の
な
か
で
の
話
し
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
熙
寧
三

年
の
科
挙
で
は
陸
佃
以
下
三
〇
〇
人
が
合
格
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で

も
前
回
の
人
数
を
引
用
し
た
と
も
い
え
る

(『

宋
会
要』

選
挙
一‒

一

二)

。
次
節
で
は
、
こ
の
科
挙
の
総
受
験
者
数
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二

応
試
者
数
に
つ
い
て

科
挙
は
国
を
あ
げ
て
の
一
大
行
事
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
が
残

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
体
全
国
で
ど
れ
ほ
ど
の
人
士
が
受
験
し
た
の
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で
あ
ろ
う
か
と
応
試
者
の
人
数
を
探
し
て
も
、
確
定
で
き
る
数
字
を
史

料
に
見
つ
け
る
こ
と
は
案
外
難
し
い
。
研
究
者
の
あ
げ
る
人
数
に
も
か

な
り
の
幅
が
あ
る
。
例
え
ば
、
中
国
の
宋
代
科
挙
研
究
の
第
一
人
者
で

あ
る
何
忠
礼
氏
や
張
希
清
氏
の
論
考
を
み
る
と
、
何
氏
は
、
北
宋
が
最

大
四
二
万
人
前
後
、
南
宋
は
一
〇
〇
万
人
に
近
い
と
さ
れ
る
。
張
氏
は

応
試
者
数
を
直
接
議
論
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
と
く
に
こ
の

数
字
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
北
宋
一
〇
数
万
人
の
記
事
を

引
用
す
る

(

８)

。
そ
れ
ら
に
対
し
、
宋
代
科
挙
の
全
体
像
を
把
握
す
る
上
で

大
き
な
貢
献
を
し
た�������
氏
は
、
そ
の
著����������������

�������������������,�����������������������������������
����

に
お
い
て

『

宋
会
要』

選
挙
一
五‒
二
九

崇
寧
五
年
九
月
三
十

日
の
礼
部
尚
書
朱
諤
の
上
奏
に
拠
っ
て
具
体
的
な
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。

先
に
そ
の
史
料
を
引
用
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

(

崇
寧
五
年

一
一
〇
六)

九
月
三
十
日
禮
部
尚
書
朱
諤
奏
、
今

將
諸
路
元
符
二
年
・
崇
寧
元
年
・
四
年
三
舉
就
試
終
場
人
數
、
以

國
子
監
諸
州
解
額
及
已
撥
開
封
府
額
充
諸
州
貢
額
、
并
五
路
諸
科

剰
額
發
解
人
數
、
除
出
一
分
充
貢
武
士
額
外
、
共
二
千
三
百
三
十

四
人
。
紐
計
約
三
十
四
人
取
一
名
、
均
撥
諸
州
共
計
一
千
六
百
四

人
。
其
畸
零
撥
不
盡
數
亦
以
逐
州
人
數
多
者
、
零
十
二
人
以
上
更

添
一
人
、
共
計
八
十
二
人
。
其
逐
州
解
額
元
多
於
今
來
所
約
人
數

者
更
不
増
減
。
詔
、
東
南
占
用
五
路
解
額
。
其
五
路
多
勇
士
、
宜

増
一
分
爲
二
分
以
貢
武
士
、
餘
可
就
整
立
額
。
不
及
百
人
者
留
以

待
天
下
孝
悌
特
起
之
士
、
再
可
分
撥
聞
奏
。

氏
は
、
こ
の
記
事
の

｢

以
國
子
監
諸
州
解
額
及
已
撥
開
封
府
額
充
諸
州

貢
額
、
并
五
路
諸
科
剰
額
發
解
人
數
、
除
出
一
分
充
貢
武
士
額
外
、
共

二
千
三
百
三
十
四
人
。
紐
計
約
三
十
四
人
取
一
名｣

を
解
釈
し
て
、
全

国
の
一
次
試
験
で
あ
る
解
試
合
格
者
が
二
三
三
四
人
、
競
争
率
が
三
四

倍
、
従
っ
て
当
時
の
科
挙
応
試
者
の
総
数
を
、
二
三
三
四
人
×
三
四≒

七
九
〇
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ
た

(���)

。
こ
の
数
字
は
、
先
の
北
宋
後

半
を
一
〇
数
万
か
ら
四
〇
万
人
程
度
と
す
る
張
氏
や
何
氏
の
引
用
あ
る

い
は
推
定
値
に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な
い
。
し
か
し
、
一
〇
数
万
人
や

四
〇
万
人
な
ど
は
、
上
奏
文
に
散
見
す
る
解
試
の
競
争
率
や
挙
げ
ら
れ

た
概
数
か
ら
求
め
ら
れ
た
数
字
で
、
上
奏
者
が
東
南
地
方
か
ら
の
進
士

を
抑
え
よ
う
と
か
、
そ
の
逆
の
立
場
か
ら
発
言
す
る
な
か
で
語
ら
れ
る

数
字
で
あ
る
た
め
偏
向
を
免
れ
が
た
い
。
そ
れ
に
対
し
上
記

『

宋
会
要』

は
、
政
府
統
計
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
の
で
数
字
の
出
所
は
確
か
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
逆
に
十
分
の
考
証
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

礼
部
尚
書
朱
諤
は
、
九
月
三
十
日
の
後
、
十
月
十
三
日
、
十
一
月
九

日
に
も
関
連
の
上
奏
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
も
含

め
上
記
引
用
部
分
を
解
釈
し
て
み
よ
う
。
ま
ず

｢

國
子
監
諸
州
解
額｣

が
国
子
監
と
全
国
の
諸
州
軍
に
与
え
ら
れ
た
解
試
解
額
を
さ
す
こ
と
に

異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
次
の

｢

已
撥
開
封
府
額｣

と
は
、
そ
れ
ま
で

(
国
子
監)

太
学
解
額
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
元
符
三
年

(

一
一
〇
〇

徽
宗
即
位
す
る
も
未
改
元)

六
月
二
十
八
日
に
再
び
分
離

さ
れ
た
開
封
府
解
額
一
〇
〇
名
を
い
う
。
太
学
と
開
封
府
の
解
額
は
、

そ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
離
合
を
繰
り
返
し
た
。
次
の

｢

五
路
諸
科
剰
額
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發
解
人
數｣

の

｢

五
路
諸
科
剰
額｣

は
、
神
宗
朝
の
科
挙
改
革
で
廃
止

さ
れ
た
諸
科
が
、
一
挙
に
罷
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
新
た
な
応
募
は

認
め
な
い
と
い
う
漸
減
的
廃
止
の
方
針
に
関
係
す
る
用
語
で
あ
る
。
す

で
に
諸
科
を
受
験
し
た
こ
と
の
あ
る
不
合
格
者
は
、
そ
の
後
も
諸
科
受

験
の
道
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
政
府
は
諸
科
受
験
者
を
、
諸
科
の
廃
止

に
伴
っ
て
立
て
た
新
科
明
法
や
従
来
の
進
士
科
に
誘
導
し
た
。
か
つ
北

人
受
験
者
対
策
と
し
て
京
東
・
西
、
陝
西
、
河
北
、
河
東
五
路
の
進
士

と
新
科
明
法
の
挙
人
は
、
礼
部
試
に
お
い
て
一
般
と
は
区
別
さ
れ
た
枠

の
な
か
で
合
否
が
決
め
ら
れ
奏
名
さ
れ
る
と
い
う
優
遇
措
置
を
受
け
て

い
る

(『

宋
会
要』

選
挙
一
四‒
二

新
科
明
法

元
祐
四
年
七
月
二
十

九
日)

。
五
路
諸
科
と
は
、
こ
の
優
遇
措
置
を
受
け
た
地
域
の
諸
科
を

い
う
。
諸
科
受
験
者
は
年
と
と
も
に
減
じ
て
ゆ
き
、
崇
寧
元
年
に
は
、

礼
部
が
諸
科
の
受
験
者
は
殆
ど
い
な
く
な
っ
た
の
で
解
額
を
進
士
科
に

回
す
よ
う
要
請
し
て
い
る

(『

宋
会
要』

選
挙
一
五‒
二
八

同
年
八

月
八
日)

。
し
か
し
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
付
け
て
諸
科
に
応

ず
る
者
が
い
た
よ
う
で
、
解
額
も
残
存
し
続
け
た
。
朱
諤
が
十
月
十
三

日
の
上
奏
で

｢

五
路
剰
額
并
諸
科
正
解
人
數
、
共
六
百
五
十
四
人｣
と

い
う
よ
う
に
、
残
り
続
け
た
諸
科
解
額
は

｢

諸
科
正
解｣

と
表
現
さ
れ
、

そ
れ
以
外
、
す
な
わ
ち
神
宗
科
挙
改
革
以
降
、
諸
科
の
解
額
か
ら
進
士

科
や
新
科
明
法
に
回
さ
れ
た
諸
科
解
額
を
剰
額
と
称
し
た

(『

宋
会
要』

選
挙
一
五‒

二
四

元
豊
八
年
二
月
十
八
日
の
割
注
参
照)

。

以
上
を
踏
ま
え
て
上
記
朱
諤
の
上
奏
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
科
挙
に

よ
る
取
士
を
学
校
か
ら
の
貢
士
に
代
え
る
天
下
三
舎
法
の
本
格
的
実
施

に
伴
い
、
解
額
を
貢
額
に
移
す
具
体
的
措
置
の
提
案
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
さ
ら
に
崇
寧
五
年
十
一
月
九
日
の
朱
諤
の
上
言
で
は
、
国
子
監

解
額
四
七
六
人
を
五
路
剰
額
と
併
せ
諸
州
貢
額
に
回
す
措
置
に
つ
い
て
、

全
額
を
移
す
の
で
は
な
く
三
割
の
一
四
三
人
を
次
回
の
科
挙
・
学
校
併

試
の
国
子
監
発
解
額
と
し
て
残
し
、
七
割
を
貢
額
と
す
る
よ
う
要
請
し

て
い
る
。
科
挙
廃
止
が
宣
言
さ
れ
た
崇
寧
三
年
十
月
以
降
も
部
分
的
な

科
挙
に
よ
る
取
士
は
存
続
し
、
こ
の
科
挙
三
割
・
学
校
七
割
は
、
大
観

二
年

(

一
一
〇
八)

以
後
の
科
挙
・
学
校
併
試
で
の
発
解
と
貢
士
の
割

合
に
共
通
す
る
。
す
る
と
九
月
三
十
日
の
二
三
三
四
人
は�������

氏

が
理
解
し
た
よ
う
な

｢

元
符
二
年
・
崇
寧
元
年
・
四
年
三
舉
就
試
終
場

人
數｣

か
ら
選
ば
れ
た
発
解
人
す
な
わ
ち
解
額
の
総
計
で
は
な
く
、
解

額
か
ら
移
し
た

｢

諸
州
貢
額｣

の
数
字
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
九
月
三
十
日
上
奏
の
該
当
部
分
は

｢

元
符
二
年
・
崇
寧
元

年
・
四
年
の
三
度
の
解
試
最
終
受
験
者
数
を
基
準
と
し
、
国
子
監
と
全

国
諸
州
の
解
額
、
及
び
元
に
戻
し
た
開
封
府
解
額
を
諸
州
の
貢
額
に
回

す
。
さ
ら
に
五
路
諸
科
解
額
の
内
で
進
士
科
や
新
科
明
法
に
回
さ
れ
た

解
額
も
一
割
が
武
士
を
貢
す
る
額
と
す
る
以
外
は
貢
額
に
回
す
。
そ
れ

ら
は
合
計
す
る
と
二
三
三
四
人
と
な
り
、
三
四
人
に
一
人
を
貢
す
る
こ

と
に
な
る｣

と
解
釈
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
解
額
の
す
べ
て
を
貢
額
に

す
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
従
っ
て
解
試
の
平
均
倍
率
を
三
四
人
に
一

人

(｢
紐
計
約
三
十
四
人
取
一
名｣)

と
し
て
、
二
三
三
四
人
を
三
四
倍

し
て
も
当
時
の
科
挙
全
応
試
者
数
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
強
い
て

応
試
者
数
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
解
額
と
し
て
残
さ
れ
た
三
割
を
加
え

― 35 ―



て
計
算
し
、
二
三
三
四
人÷

七
×
一
〇
×
三
四≒

一
一
三
、
三
六
六
人

と
な
ろ
う
。
但
し
こ
の
総
応
試
者
数
へ
の
復
元
に
は
貢
武
士
の
分
が
含

ま
れ
て
い
な
い
か
ら
実
際
は
も
う
少
し
多
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
。

こ
れ
は
一
つ
の
目
安
の
数
字
に
過
ぎ
な
い
。

実
は
解
額
総
数
に
つ
い
て
も
う
一
つ
の
数
字
が
あ
る
。『

宋
会
要』

崇
儒
三‒

二
二

医
学

政
和
八
年
十
月
十
六
日
の
礼
部
の
言
に

｢

舊
進

士
并
諸
科
解
額
并
五
路
剰
額
及
國
子
監
開
封
府
解
額
、
共
四
千
八
百
九

十
二
人
、
内
一
百
三
十
人
充
武
士
貢
額
、
二
十
四
人
充
貢
孝
悌
特
起
之

士
、
四
千
七
百
三
十
八
人
立
爲
見
今
諸
路
貢
額｣

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、

諸
路
医
学
の
貢
士
を
何
人
と
す
る
か
と
い
う
議
論
の
な
か
で
引
か
れ
た

解
額
数
で
あ
る
。
崇
寧
五
年
か
ら
一
二
年
後
の
数
字
で
あ
る
が
、
す
で

に
科
挙
廃
止
を
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら

｢

舊｣

解
額
と
い
う
よ

う
に
徽
宗
朝
初
期
と
大
き
く
変
わ
っ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
る
と

こ
の
四
八
九
二
人
の
解
額
数
は
崇
寧
五
年
段
階
で
引
か
れ
た
二
三
三
四

人
の
貢
額
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
政

和
八

(

重
和
元)

年
は
、
天
下
三
舎
法
の
下
で
科
挙
併
試
の
最
後
の
殿

試
が
行
わ
れ
た
年
で
、
三
年
後
の
宣
和
三
年
二
月
二
十
日
に
は
以
前
の

科
挙
に
よ
る
取
士
に
戻
っ
て
い
る
。
詳
細
は
今
後
の
検
討
に
委
ね
た
い

が
、
こ
こ
で
は
四
八
九
二
人
を
徽
宗
朝
初
め
の
総
解
額
数
と
仮
に
考
え

て
お
く
。
も
し
こ
れ
を
崇
寧
五
年
と
同
様
に
三
四
人
に
一
人
の
割
合
と

す
る
な
ら
ば
、
応
試
者
総
数
は
一
六
六
、
三
二
八
人
と
な
る
。
ま
た
政

和
八
年
の
段
階
で
は
三
年
後
に
解
額
の
す
べ
て
を
貢
額
に
移
す
と
考
え

て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
に
天
下
三
舎
法
は
廃
止
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

蔡
京
に
よ
る
科
挙
・
学
校
改
革
が
行
わ
れ
て
い
た
徽
宗
朝
は
、
毎
歳
、

中
央
・
地
方
の
学
校
に
つ
い
て
の
学
生
数
や
建
物
、
運
営
に
か
か
る
諸

費
用
な
ど
の
統
計
が
編
纂
さ
れ
、
断
片
的
な
が
ら
現
存
史
料
中
に
そ
れ

ら
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

(

９)

。
今
後
、
難
し
い
に
し
て
も
、
科
挙
応
試
者

数
に
つ
い
て
も
同
様
な
数
値
を
見
い
だ
す
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
先

の

『

宋
会
要』

が
示
す
数
字
は
、
結
果
的
に
張
希
清
氏
が
引
用
し
た
数

に
近
い
。
徽
宗
朝
が
一
〇
数
万
と
す
る
な
ら
、
成
尋
が
記
録
し
た
熙
寧

年
間
の
二
〇
万
余
人
は
、
や
は
り
多
す
ぎ
る
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

最
後
に
筆
者
が
成
尋
の
記
事
で
と
く
に
注
目
す
る
内
容
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
そ
れ
は
、
熙
寧
五
年
の
明
州
の
解
試
が
台
州
・
温
州
と
合
同

で
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
州
の
進
士
合
格
者
数
の
変
遷
を
み
る
と
、

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
北
宋
期
は
一
回
の
合
格
者
単
純
平
均
が
三
人
に

満
た
な
か
っ
た
が
、
南
宋
に
な
る
と
徐
々
に
増
加
し
、
と
く
に
光
宗
朝

以
降
は
激
増
し
平
均
二
四
人
に
な
る
。
こ
う
し
た
南
宋
期
に
増
加
し
始

め
、
中
・
後
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
形
は
同
じ
く
浙
東
の
台
州
、
温
州

に
共
通
し
、
逆
に
南
宋
に
な
る
と
徐
々
に
合
格
者
数
を
減
ら
し
て
ゆ
く

浙
西
の
常
州
や
湖
州
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。
科
挙
の
視
点
か
ら
み
る

限
り
、
明
・
台
・
温
三
州
は
一
つ
の
地
域
単
位
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
社
会
経
済
史
上
は
、
寧
紹
地
域
と
し
て
把
握
さ
れ
る
紹
興

(

越
州)

と
寧
波

(
明
州)

で
あ
る
が
、
宋
代
の
人
文
地
理
学
上
で
二
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州
は
む
し
ろ
様
相
を
異
に
す
る
。
成
尋
の
記
録
は
、
明
・
台
・
温
三
州

を
一
つ
の
浙
東
沿
海
地
域
と
し
て
捉
え
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
様
相
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
浙
東

に
限
ら
ず
南
宋
の
他
地
域
に
お
い
て
も
人
文
地
理
上
の｢

サ
ブ
リ
ー
ジ
ョ

ン｣

の
設
定
は
、
有
意
義
な
試
み
に
思
わ
れ
る

(�)
。

�
(

１)
『

宋
代
中
国
科
挙
社
会
の
研
究』

Ⅰ
部
第
六
章

｢｢

紹
興
十
八
年
同
年
小
録｣

三
題｣

(

汲
古
書
院

二
〇
〇
九
年)

(

２)

二
〇
〇
八
年
九
月
二
〇
、
二
一
日
、
文
部
科
学
省
特
定
領
域
研
究

｢

東
ア

ジ
ア
の
海
域
交
流｣

文
献
資
料
研
究
部
門
、
日
記
班
・
黒
潮
班
共
同
主
催
の

高
知
大
学
で
開
か
れ
た
国
際
会
議

｢

一
〇‒

一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
外
交
交

流
史
料｣

基
調
講
演

｢

旅
行
記
の
世
界｣
に
お
い
て
、
藤
善
真
澄
氏
は
成
尋

『

参
天
臺
五
台
山
記』

の
科
挙
に
関
す
る
記
述
を
、
他
で
は
み
ら
れ
な
い
貴
重

な
内
容
を
も
つ
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
折
り
、
こ
の
記
述
の
科
挙
史
上

に
も
つ
意
義
を
た
ず
ね
ら
れ
た
筆
者
は
即
答
で
き
な
か
っ
た
。
小
論
は
、
い

わ
ば
そ
の
と
き
の
回
答
と
し
て
考
え
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
藤
善
氏
の

『

参

天
台
五
臺
山
記』

上

(

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

訳
注
シ
リ
ー
ズ
一
二

‒

一

二
〇
〇
七
年)

二
五
七
頁
以
下
に
こ
の
記
事
の
訳
注
が
あ
る
。
他
の

箇
所
を
含
め
大
い
に
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
小
論
の
一
部
は
、

す
で
に

｢《

参
天
台
五
台
山
記
》
与
《
紹
興
十
八
年
同
年
小
録
》
中
所
見
宋
代

浙
東
区
科
挙
和
士
人
社
会｣

と
題
し
て

『

永
久
的
思
念
―
李�延
教
授
逝
世
周

年
紀
念
文
集』

(

雲
南
大
学
出
版
社

二
〇
一
一
年)

に
収
録
さ
れ
、
ま
た
二

〇
一
一
年
五
月
に
台
湾
清
華
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
国
際
科
挙
学
会
に

お
い
て

｢《

宋
會
要
輯
稿
・
選
舉
・
發
解
》
與
成
尋
《
參
天
台
五
臺
山
記
》
中

有
關
科
舉
的
記
載｣

と
し
て
報
告
し
た
。
両
報
告
を
ふ
ま
え
、
小
論
が
筆
者

の
北
宋
応
試
者
数
の
現
段
階
で
の
考
え
で
あ
る
。

(

３)

…
開
禧
三
年
諸
州
所
申
終
場
人
爲
準
〈
果
欲
行
此
、
宜
密
而
速〉

、
毎
三
百

人
取
一
人
。
顧
今
天
下
士
子
多
而
解
額
窄
者
、
莫
甚
於
温
福
二
州
。
且
如
福

州
終
場
萬
八
千
人
、
合
解
九
十
名
。
舊
額
五
十
四
名
、
與�
三
十
六
名
。
温

州
終
場
八
千
人
、
合
解
四
十
名
。
舊
額
十
七
名
、
與�
二
十
三
名
。
…

但
し
、
淳
熙

『

三
山
志』

七

試
院
の
双
行
注
に
は
、
歴
代
の
解
額
数
が
記
さ

れ
、
紹
興
二
十
六
年
の
福
州
の
解
額
は
、
流
寓
分
を
含
め
て
六
二
名
と
す
る
。

五
四
名
と
い
う
数
字
は
ど
の
時
期
に
も
み
ら
れ
な
い
。
現
行
本
は
宝
祐
四
年

の
記
事
ま
で
含
む
の
で
、
淳
煕
年
間
以
降
の
解
額
数
が
紹
興
二
十
六
年
と
し

て
紛
れ
込
ん
だ
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
北
宋
最
後
の
宣
和
五
年
の
解

額
が
既
に
六
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。

(

４)

貢
院
在
巾
子
山
北
。
乾
道
七
年
、
朱
守
江
建
。
南
渡
初
、
應
試
士
未
盛
。

故
以
州
東
三
百
歩
今
韓
運
判
宅
址
爲
之
。
後
徙
兜
率
院
〈
按
今
藏
殿
柱
間
、

刻
云
終
場
三
千
人〉

。
院
據
山
腹
陟
降
不
勝
病
、
遂
徙
今
地
。
有
監
試
位
一
、

考
試
位
六
、
後
有
亭
曰
搴
秀
、
爲
會
考
之
地
。
重
廡
參
錯
、
爲
屋
三
百
一
十

楹
、
置
試
案
巻
棚
〈
先
是
人
士
各
先
輸
案
入
試
。
併
請
巻
紛
拏
洶
鬨
、
上
下

病
之
。
今
毎
屋
一
楹
列
三
案
。
案
附
柱
長
存
。
一
廡
架
二
棚
。
使
坐
其
間
者
、

以
關
子
附
縄
而
上
則
巻
子
隨
縄
而
下
。
自
是
無
失
巻
若
案
者
。
二
事
他
郡
所

無
也
〉
自
是
應
書
者
、
雖
漸
盛
猶
不
過
五
六
千
人
。
近
歳
至
八
千
人
。
…

(

５)

詔
増
温
州
解
五
人
、
台
・�
州
各
三
人
、
靜
江
府
・
明
・
處
・
湖
・
衢
・

嚴
・
福
・
徽
・
秀
・
汀
・
賓
・
融
州
各
二
人
、
以
三
郡
終
場
二
百
人
已
上
始

解
一
人
、
而
靜
江
及
諸
州
百
人
始
解
一
人
也
。
其
四
川
諸
州
、
令
漕
司
取
會

視
此
數
而�
之
。
先
是
尚
書
省
言
及
郡
解
額
多
寡
不
均
、
詔
禮
部
參
酌
均
定
、

申
省
取
旨
、
及
是
進
呈
。
上
曰
、
解
額
窄
處
、
自
當
量
於�
添
、
寛
處
卻
不

可
減
。
皆
欲
優
之
也
。
乃
命
行
下
。

(
６)

｢

南
宋
の
解
額
―
栗
棘
庵
輿
地
図
諸
路
州
府
解
額
―｣

(

中
嶋
敏

『

東
洋
史

学
論
集』

汲
古
書
院

一
九
八
八
年)

(

７)

前
注

(
１)

前
掲
書
Ⅱ
部
第
一
章

｢

南
宋
地
域
社
会
の
科
挙
と
儒
学
―
明

州
慶
元
府
の
場
合｣
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(

８)

何
忠
礼

｢

科
挙
制
度
与
宋
代
文
化｣

(『

科
挙
与
宋
代
社
会』

商
務
印
書
館

二
〇
〇
六
年)

、
張
希
清

｢

論
宋
代
恩
蔭
之
濫｣

(『

中
日
宋
史
研
討
会
中
方
論

文
選
編』

河
北
大
学
出
版
社

一
九
九
一
年)

(

９)
例
え
ば
葛
勝
仲

『

丹
陽
集』

巻
一

乞
以
学
書
上
御
府
并
蔵
辟
雍
箚
子

(

政

和
三
年
上
書)

。
前
注

(

１)

前
掲
書
Ⅰ
部
第
四
章

｢

蔡
京
の
科
挙
・
学
校
政

策｣
を
参
照
。

(�)
筆
者
は
、
故
岡
元
司
氏
が
、
二
〇
〇
八
年
五
月
二
二
日
に
国
際
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
た�����������
氏
の
講
演
会

｢

現
代
中
国
に
お
け
る
経
済
開
発

の
空
間
構
造｣

の
会
場
で
講
演
後
の�������
氏
に����������
の
重
要
性
に

つ
い
て
質
問
し
た
姿
を
思
い
出
す
。
講
演
は
、
改
革
開
放
政
策
後
の
中
国
の

経
済
発
展
を
検
証
す
る
の
に
、�������
氏
自
身
が
半
世
紀
以
上
前
に
四
川
成

都
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
導
き
出
し
た

｢

経
済
中
心
地
の
階
層
シ
ス

テ
ム｣

論

(

斯
波
義
信
氏
の
訳
語)
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
岡
氏
は
、
中
国
を������������
の
地
域
概
念
で
議
論
す
る

際
の����������
の
役
割
に
つ
い
て
主
張
し
た
と
記
憶
す
る
。
そ
の
後
、
同
年

七
月
二
七
日
、
東
京
大
学
で
開
か
れ
た

｢

東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流｣

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

｢

焦
点
と
し
て
の
寧
波
・
浙
江
―
文
化
の
多
層
性
と
そ
の
環
境
―｣

の
問
題
提
起
に
お
い
て
岡
氏
は
、
明
州
、
台
州
、
温
州
を
浙
東
沿
海
地
域
と

し
て
一
つ
の����������
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
、
先
の
質
問
の

背
景
が
了
解
で
き
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
後
二
〇
〇
九
年
、
岡
氏
は
逝
去
さ

れ
、����������
と
し
て
括
る
具
体
的
な
根
拠
を
聞
く
機
会
を
失
い
、
活
字
化

さ
れ
た

｢

問
題
提
起｣

も
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
か
っ
た
。
小
論
は
、
岡
氏

と
同
様
な
発
想
を

｢

経
済
中
心
地｣

で
は
な
く

｢

文
化
中
心
地
の
階
層
シ
ス

テ
ム｣

と
い
う
観
点
か
ら
展
開
で
き
な
い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
で
も
あ
る
。

�������

氏
自
身
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
世
を
去
っ
て
お
り
、
お
二
人
は
彼
岸

で
議
論
を
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(

本
学
文
学
学
術
院
教
授)
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